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産総研環境調和型産業技術研究ラボ（E-code）の海洋環境研究チームは，
持続可能な海洋の資源利用に資する環境影響評価研究の一環として，
2020 年 12月，千葉県などと共同で九十九里沖合海域においてマルチビー
ムソナーや水中ドローンなどを用いた海洋調査を実施した．国内最大級の
南関東ガス田に位置する九十九里沖合は，天然ガス湧出に係る環境研究
のテストフィールドとして期待され，例えばメタンハイドレートなど深海資
源開発における環境影響評価技術の高度化にも顕著な優位性をもたらす
と考えられる．

 （写真：吉田　剛　千葉県環境研究センター・
文：鈴村昌弘　エネルギー・環境領域 環境創生研究部門）

Drone’s-eye view of environmental survey at the sea off Kujukuri Beach, Chiba. Photo by YOSHIDA Takeshi, Caption by SUZUMURA Masahiro

cover photo九 十 九 里 沖 合 に お け る 海 洋 環 境 調 査
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